








本研究班員及び関連施設の協力を得て、腎不全におちいった症例の臨床経過、諸検査成績

を郵送法で調査した。現在 4施設から計 300 例の回答を得たので、ここに性別と各項目の

クロス集計を実施した。患者の内訳は、男 151名、女 142 名、不明 7名であった。発病月

別にみると 4 月、5 月に多い傾向がみられ、学校健診との関連がうかがえた。発病形式は

Chance proteinuria が最も多く、次いで腎機能低下が多かった。初診年齢は 11 歳から 14

歳、発病年齢は 7 歳から 8 歳、透析樽入年齢は 13 歳から 14 歳、死亡年齢は 13 歳から 16

歳が多かった。発病から透析樽入まで、発病から死亡まで、透析から死亡までは、いずれ

も 1年未満が多かった。また生年別の患者数は昭和 40 年から 44 年が多かった。 


